
資料2　事務事業評価（自己評価）結果

基本施策１

目標１

基本戦略

活力ある産業基盤づくり

市内総生産が増えていくまちをつくる【産業基盤】

その他



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

社 9 9 計画 実績

事業費 1,530 1,474

特定財源 0 0

一般財源 1,530 1,474

単位 計画（予測） 実績

件 1 1 計画 実績

事業費 57,177 57,150

特定財源 56,000 56,000

一般財源 1,177 1,150

商工観光課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

労働金庫貸付金預託数

改善の方向性 事業実施の
方向性0529600

市内の勤労者
市内の勤労者の健康で文化的生活を営み、地域社会の発展に寄与す
ることを目的とする。

負担金及び助成金において、各種団
体との協議の中、市の財政事情を勘案
した負担金額にて調整を行う。
また、駐輪場の必要性を検証する。

助成金においては、21年度助成団体と
の協議が整い一定の成果は現れた。
負担金において、公的団体と協議を継
続し、市の財政事情を勘案した負担金
額となるよう調整を行う。
また、駐輪場の必要性を調査する。

事業名

見直し(目
的・手法・効
率性)をする

労働諸費事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

商工観光課
数値化できない成果

所管課

指標名
コスト（千円）

立地企業数

改善の方向性 事業実施の
方向性0528300 施設を利用する市内外

の個人、団体及び企業
施設の利便性を高めるとともに、工業団地から地元へ悪影響が出ないよ
うに管理する。工業団地への立地促進。

現在においても、地元及び各企業と連
携して管理を行っているが、今後は地
元及び企業が主体となって管理できる
ことが望ましい。

県、市、町、企業、地域が一定の安定
期にあるように思う。補助金に終期を設
定するなどの抜本的見直しを図る等し
て、市の関わりを軽減するよう努めること
は必要と思う。

事業名

継続する

高松東工業団地
管理事業

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題


